こうこうすいえいぶいんのしんりてききょうぎのうりょく by 正野 知基 et al.
57J. of Kyushu Univ. of Health and Welfare. 20： 57〜62，2019
九州保健福祉大学社会福祉学部スポーツ健康福祉学科　〒882-8508　宮崎県延岡市吉野町1714-1
Department of Sports, Health and Welfare, School of Social Welfare, Kyushu University of Health and Welfare
1714-1 Yoshino-machi, Nobeoka-city, Miyazaki, 882-8508, Japan
緒言
スポーツの競技成績（パフォーマンス）を決定する要
因として，技術，体力，精神力の三つが挙げられる（徳
永 2016：2-8）．したがって，スポーツ選手のパフォー
マンスを向上させるためには，技術を高め，その技術を
支える体力を高める身体的側面のトレーニングに加え
て，試合においてトレーニングによって獲得した技術や
体力を十分に用いてより高いパフォーマンスを発揮でき
るように，精神力を高める心理的側面のトレーニングも
重要である．スポーツ科学の発展や競技力向上に役立つ
トレーニング機器・器具の開発により，技術や体力とい
った身体的側面のトレーニングはより効果的に行われる
ようになった．しかし，精神力すなわち心理的側面のト
レーニングについては，その重要性が認められてはいる
ものの，視覚的に捉えられず，知識を持っていなければ
評価が困難であることから，身体的側面のトレーニング
に比べると十分に普及しているとは言い難い．競泳のト
レーニングにおいても，身体的側面は VTR 撮影によっ
て視覚的に確認でき，泳タイムやストローク数の計測等
によってデータとして客観的に評価できる．しかし，心
理的側面は視覚的に捉えられず，知識を持っていなけれ
ばデータ化しての評価が困難である．
心理的側面の能力を評価する方法の一つとして，心理的
競 技 能 力 診 断 検 査（Diagnostic Inventory of 
Psychological Competit ive Abil ity for Athletes；
DIPCA） が 作 成されて いる（ 徳 永 ほ か 2000；徳 永 
2001）．競技意欲，精神の安定・集中，自信，作戦能力，
協調性の 5 因子，忍耐力，闘争心，自己実現意欲，勝利
意欲，自己コントロール能力，リラックス能力，集中力，
自信，決断力，予測力，判断力，協調性の 12 下位尺度か
らなる検査で，その得点は，スポーツ選手の競技レベル，
経験年数，精神力の自己評価，実力発揮度，競技成績な
どと顕著な関係がある（徳永 2001）ことが示されている．
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Abstract
　This study aimed to obtain basic data on the psychological competitive ability of the members of a 
high school swimming team to coach them efficiently. It examined the relation between the psychological 
competitive ability of high school swimmers, as evaluated by the Diagnostic Inventory of Psychological 
Competitive Ability for Athletes (DIPCA), and gender, years of experience, competition level, and self-
evaluation of psychological competitive ability. The same tendency found in previous studies was evident 
in several factors, and by comparing self-evaluation and DIPCA results, it was possible to comprehend 
the evaluation of each swimmer’s psychological competitive ability and its deviation from DIPCA results. 
Furthermore, through a comparison with previous study data, it is possible to understand the team’s 
superior and inferior abilities and use such knowledge when coaching. The results confirmed that 
evaluation of psychological competitive ability is useful for understanding both team and individual 
characteristics.
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心理的競技能力診断検査は，さまざまなスポーツ活動現
場で活用（丸山・井箟 2014；瀧澤ほか 2015；藤本ほか 
2016；尾方 2016）され，その有効性が確認されているが，
ある一定レベル以上のスポーツ選手を対象とした研究が
多く，中学・高校の部活動を対象（橋本ほか 2008；加
藤ほか 2012；加藤ほか 2015）とした報告は少ない．
本研究は，勉強と部活動を両立させるために短時間で
の効率的な練習実施の工夫が必要とされる進学系高校の
水泳部員を対象とし，心理的競技能力について心理的競
技能力診断検査（DIPCA.3）を用いて評価し，その結果
と性差，経験年数，競技レベル，心理的競技能力の自己
評価との関係をみることで，技術，体力，精神力の三つ
の要素を限られた時間の中で効率的に織り交ぜながらコ
ーチングを実践するための基礎的資料を得ることを目的
とした．
方法
１．対象
研究実施者が指導を行っている宮崎県立 A 高等学校
の水泳部員 14 名（男子 8 名，女子 6 名）とした．
２．調査時期
平成 29 年 8 月中旬に実施した．
３．調査内容および手順
最初に心理的競技能力の自己評価を行った．競技意欲
（忍耐力，闘争心，自己実現意欲，勝利意欲），精神の安
定・集中（自己コントロール能力，リラックス能力，集
中力），自信（自信・決断力），作戦能力（予測力・判断
力），協調性の 5 因子を自身でどのように評価するかに
ついて，DIPCA.3 の総合得点の判定表と同じ 1（かなり
低い），2（やや低い），3（もう少し），4（やや優れてい
る），5（非常に優れている）の 5 段階で回答を求めた．
次に 52 の質問項目からなる心理的競技能力診断検査用
紙（DIPCA.3 中学生～成人用 株式会社トーヨーフィジ
カル 2000）によって心理的競技能力の評価を行った．
その結果と性差，経験年数，競技レベル，心理的競技能
力の自己評価との関係について検討を行った．
４．分析方法
5 因子および総合得点，12 下位尺度の群間比較には対
応のない t 検定を用い，等分散非成立の場合はウエルチ
法を用いた．検査結果の評価および自己評価の群間比較
には Mann-Whitney の U 検定，検査結果の評価と自己
評価の比較には Wilcoxon の T 検定を用いた．有意水準
は 5% 未満とした．
５．倫理的配慮
校長および部活動顧問に対して事前に説明を行い調査
実施の了承を得た上で，部員に対して研究に関する説明
書を配布し，口頭でも研究の目的，内容，手順，フィー
ドバック，結果の公表，倫理的配慮について説明を行っ
た．保護者に対しては生徒と同じ研究に関する説明書に
より協力を依頼した．なお，保護者には年度初めの保護
者会において，競技能力に関する各種測定を行い結果の
フィードバックを行うこと，その一部を研究のためのデ
ータとして使用することを説明し，了承を得ていた．部
員および保護者連名での同意書の提出によって研究への
参加とした．本研究は，九州保健福祉大学倫理員会の承
認を得て実施した（受理番号：17-015）．
結果
5 因子および総合得点の男女比較を表 1 に示した．精
神の安定・集中（p<0.05）において男子が有意に高い得
点を示した．12 下位尺度得点の男女比較を表 2 に示し
た．精神の安定・集中の下位尺度であるリラックス能力
（p<0.05）において男子が有意に高い得点を示した．5
因子の男女における自己評価と検査評価の比較を表 3 に
示した．自己評価と検査評価のそれぞれにおいて男女間
に有意な差は認められなかった．女子の自己評価と検査
評価を比較すると，競技意欲（p<0.05）および協調性
（p<0.05）に有意な差が認められ，ともに自己評価が高
い傾向があった．男子においては有意な差は認められな
かった．
 
男子　N=8 56.0 ± 12.38 50.9 ± 6.60 24.4 ± 5.15 23.8 ± 6.09 17.8 ± 2.12 172.8 ± 21.76
女子　N=6 58.3 ± 10.54 41.3 ± 9.29 23.7 ± 7.17 20.5 ± 6.57 16.5 ± 3.51 160.3 ± 28.72
　　　平均値±標準偏差
総合得点
精神の
安定・集中
競技意欲 自信 作戦能力 協調性
表 1．5 因子および総合得点の男女比較
58
正野　知基：高校水泳部員の心理的競技能力
水泳の経験年数について 10 年以上と 10 年未満とに分
けて比較を行った．5 因子および総合得点，12 下位尺度
得点には有意な差は認められなかった．5 因子の経験年
数による自己評価と検査評価の比較を表 4 に示した．自
己評価では，10 年以上の自信（p<0.05）の評価が 10 年
未満の評価よりも有意に高かった．検査評価においては
有意な差は認められなかった．自己評価と検査評価を比
較すると，10 年以上の協調性（p<0.05）において自己
評価が検査評価よりも有意に高かった．10 年未満にお
いては有意な差は認められなかった．
競技レベルを，標準記録を突破しての九州大会個人出場
と標準記録に達しなかった県大会レベルとに分けて比較を
行った．5 因子および総合得点には有意な差は認められな
かった．12 下位尺度得点の競技レベルによる比較を表 5 に
示した．闘争心（p<0.05）において九州大会個人出場の方
が有意に高い得点を示した．5 因子の競技レベルによる自
己評価と検査評価の比較を表 6 に示した．自己評価と検
査評価それぞれにおいて，競技レベルによる有意な差は
認められなかった．自己評価と検査評価を比較すると，県
大会レベルの競技意欲（p<0.05）および協調性（p<0.05）
において自己評価が検査評価よりも有意に高かった．九州
大会個人出場においては有意な差は認められなかった．
 
男子　N=8 11.5 ± 4.99 14.0 ± 3.70 16.4 ± 3.34 14.1 ± 3.87 17.0 ± 2.07 15.4 ± 3.70
女子　N=6 14.0 ± 4.00 14.0 ± 3.35 17.0 ± 2.37 13.3 ± 3.20 14.2 ± 3.76 10.2 ± 3.60
男子　N=8 18.5 ± 1.51 12.4 ± 2.92 12.0 ± 2.45 11.5 ± 3.82 12.3 ± 2.49 17.8 ± 2.12
女子　N=6 17.0 ± 2.45 12.2 ± 3.66 11.5 ± 3.78 10.3 ± 3.14 10.2 ± 3.54 16.5 ± 3.51
　　　　　　　　　　　　　平均値±標準偏差
協調性集中力 自信 決断力 予測力 判断力
忍耐力 闘争心 自己実現意欲 勝利意欲
自己コントロール
能力
リラックス能力
表 2．12 下位尺度得点の男女比較
 
男子　N=8
自己評価 3.5 ± 1.31 3.4 ± 0.92 3.1 ± 0.99 2.9 ± 0.35 4.1 ± 0.83
検査評価 2.3 ± 1.28 3.6 ± 0.74 2.5 ± 0.76 2.9 ± 0.99 3.5 ± 1.20
女子　N=6
自己評価 3.8 ± 0.75 3.5 ± 1.05 2.7 ± 1.03 3.3 ± 0.82 3.5 ±1.05
検査評価 2.5 ± 1.22 2.8 ± 1.33 3.0 ± 1.26 2.7 ± 1.21 2.8 ± 1.17
協調性
平均値±標準偏差, 自己評価 vs. 検査評価：　*p<0.05
競技意欲
精神の
安定・集中
自信 作戦能力 協調性
競技意欲
精神の
安定・集中
自信 作戦能力
表 3．5 因子の男女における自己評価と検査評価の比較
 
3.6 ± 0.79 3.3 ± 0.95 3.6 ± 0.79 3.3 ± 0.49 4.0 ± 0.82
3.6 ± 1.27 3.3 ± 1.11 2.4 ± 0.79 2.9 ± 0.69 3.6 ± 1.13
2.7 ± 1.50 3.6 ± 0.79 3.1 ± 0.69 3.0 ± 1.00 3.3 ± 0.95
2.4 ± 1.40 3.1 ± 1.35 2.6 ± 0.98 3.0 ± 1.41 3.1 ± 1.46
　　　　　平均値±標準偏差, 10年以上 vs. 10年未満：　 p<0.05，　自己評価 vs. 検査評価：　
競技意欲
精神の
安定・集中
自信 作戦能力 協調性
10年以上　N=7
10年未満　N=7
10年以上　N=7
10年未満　N=7
競技意欲自己評価
検査評価
精神の
安定・集中
自信 作戦能力 協調性
表 4．5 因子の経験年数による自己評価と検査評価の比較
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考察
同じ心理的競技能力診断検査を用いたデータから男女
差を比較（徳永 2001）すると，総合得点では男子が有
意に高い平均を示し，因子別では作戦能力，自信，精神
の安定・集中で有意に高い平均値を示している．下位尺
度別では，男子が予測力，判断力，自信，決断力，闘争
心，自己コントロール能力で有意に高い平均値を示し，
女子は自己実現意欲で有意に高い平均値を示している．
本研究でも同様の傾向を示し，因子別では精神の安定・
集中において男子が有意に高い得点を示し，下位尺度別
ではリラックス能力において男子が有意に高い得点を示
した．5 因子の自己評価と検査評価のそれぞれにおいて
男女間に有意な差は認められなかった．女子において，
競技意欲および協調性の自己評価が高い傾向が認められ
た．これらのことから，女子へのコーチングに際して，
精神を安定させ，集中力を高めるための配慮として，ト
レーニングの経過観察や適宜声掛けする等，信頼感や安
心感を醸成するための雰囲気づくりに留意し，実際のト
レーニング実施場面での意欲の喚起，チームのまとまり，
協力体制確立のためのルール作りなどを工夫しなければ
ならないことが示唆された．
経験年数との関係では，10 年以上のスポーツ経験者
は精神の安定・集中，自信，作戦能力の因子や忍耐力，
闘争心で優れると報告（徳永・橋本 1988）されているが，
本研究においては 5 因子および総合得点，12 下位尺度
得点には有意な差は認められなかった．自己評価では，
10 年以上の自信の評価が 10 年未満の評価よりも高く，
10 年以上の協調性において自己評価が検査評価よりも
高かった．競技を 10 年以上経験していることから，で
きるという自信の自己評価につながっていると考えられ
るが，過信とならないように注意が必要であろう．協調
性についても同様に，指導者の注意深い観察や適宜助言
が必要となるだろう．
競技レベルとの関係では，総合得点，因子別および下
位尺度別ともに協調性の因子を除いて有意な差が認めら
れ，競技レベルが高いほど高い得点を示す傾向が示され
ている（徳永ら 2000）．本研究の九州大会個人出場と県
大会レベルでは，5 因子および総合得点には差は認めら
れなかったが，下位尺度別では，闘争心において九州大
会個人出場の方が高い得点を示し，先行研究と同様の傾
向を示した．自己評価と検査評価それぞれにおいて，競
技レベルによる有意な差は認められなかった．自己評価
と検査評価を比較すると，県大会レベルの競技意欲およ
び協調性において自己評価が検査評価よりも有意に高か
った．九州大会個人出場者はいずれも競技を 10 年以上
 
九州大会個人出場　N=4 13.3 ± 4.79 17.3 ± 1.50 18.3 ± 2.36 16.5 ± 3.11 16.5 ± 2.65 13.3 ± 4.19
県大会レベル　N=10 12.3 ± 4.76 12.7 ± 3.09 16.0 ± 2.91 12.7 ± 3.13 15.5 ± 3.41 13.1 ± 4.72
九州大会個人出場　N=4 17.8 ± 1.71 14.0 ± 2.16 14.0 ± 0.00 10.8 ± 2.06 10.8 ± 2.22 18.3 ± 1.71
県大会レベル　N=10 17.9 ± 2.23 11.6 ± 3.27 10.9 ± 3.11 11.1± 3.98 11.6 ± 3.41 16.8 ± 3.05
協調性
　　平均値±標準偏差, 九州大会個人出場 vs. 県大会レベル：　
忍耐力 闘争心 自己実現意欲 勝利意欲
自己コントロール
能力
リラックス能力
集中力 自信 決断力 予測力 判断力
表 5．12 下位尺度得点の競技レベルによる比較
 
九州大会個人出場　N=4
自己評価 3.8 ± 0.96 3.5 ± 1.00 3.5 ± 0.58 3.3 ± 0.50 4.3 ± 0.96
検査評価 3.0 ± 0.82 3.3 ± 0.50 3.5 ± 0.58 2.5 ± 0.58 3.8 ± 0.96
県大会レベル　N=10
自己評価 3.6 ± 1.17 3.4 ± 0.97 2.7 ± 1.06 3.0 ± 0.67 3.7 ± 0.95
検査評価 2.1 ± 1.29 3.3 ± 1.25 2.4 ± 0.97 2.9 ± 1.20 3.0 ± 1.25
平均値±標準偏差, 自己評価 vs. 検査評価：　*p<0.05
競技意欲
精神の
安定・集中
自信 作戦能力 協調性
競技意欲
精神の
安定・集中
自信 作戦能力 協調性
 
表 6．5 因子の競技レベルによる自己評価と検査評価の比較
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経験している．十分な競技経験かつ高い競技レベルを有
する選手は自己評価においても客観的に評価でき，いず
れも未熟な選手はずれが生じているのかもしれない．
本研究で対象とした高校水泳選手の競技活動における
主目標として，九州大会への出場を掲げているため，九
州地区で最も競技人口が多くかつ競技レベルの高い福岡
県の高校水泳選手についての先行研究（徳永ほか 2000）
と比較した（図 1）．女子では 5 因子および総合得点，
12 下位尺度には有意な差は認められなかった．男子で
は，5 因子の競技意欲（p<0.01）において有意に低く，
精神の安定・集中（p<0.05）において有意に高い得点を
示した．12 下位尺度では，競技意欲の下位尺度である
忍耐力（p<0.05）および闘争心（p<0.05）で有意に低く，
精神の安定・集中の下位尺度である集中力（p<0.01）で
有意に高い得点を示した．
図 1． 12 下位尺度得点の先行研究（徳永ほか 2000）
との比較
平成 29 年度の宮崎県高校総合体育大会では女子団体
3 位で，男子団体は 7 位であり，県レベルにおいては女
子の競技レベルが高い結果となっている．宮崎県では，
男子に比べて女子の競技者が少ないことも影響している
と考えられるが，男子は決勝進出，上位入賞，九州大会
標準記録突破の難易度が高い状況にある．このような状
況をクリアしていくためには，身体的な競技能力として
の技術や体力を強化するトレーニングが必要不可欠であ
る．競技意欲とその下位尺度である忍耐力や闘争心は，
限られた練習時間の中でトレーニングを効率的に実施
し，大会においてより高いパフォーマンスを発揮するた
めには重要な心理的要因である．これらの要因が低いこ
とは，日頃の練習や試合において，指導者として感じて
いることと一致していた．精神の安定・集中とその下位
尺度である集中力が高かったのは，競技意欲とその下位
尺度である忍耐力や闘争心が低いので，練習や大会にお
いて大きなストレスがかかっていない可能性が考えられ
る．競技レベルが向上し，よりレベルの高い競争にさら
された場合には変化するかもしれない．競技レベルを向
上させ，よりレベルの高い競争の中で，大会においてよ
り高いパフォーマンスを発揮できるようになるために，
徐々に成功体験を重ねて自信をつけていくことで精神の
安定・集中を維持しながら，より強度の高いトレーニン
グを積んでいくことが必要であろう．そのために，効果
的な動機づけを工夫していく必要があると考えられる．
身体的側面としての技術や体力を評価することに加え
て，心理的側面として心理的競技能力を評価することで，
競技パフォーマンスからだけでは窺い知れないチームや
個人の特性を知ることができ，指導場面におけるアドバ
イスの送り方やメンタルトレーニングにおける重点目標
の設定等に役立てることができる．本研究においては，
サンプル数が少ないため統計的に明確な差を示すことが
難しかった．しかし，複数の因子において先行研究と同
様の傾向が認められ，また自己評価と検査結果との比較
を通して，各選手の心理的競技能力の捉え方および検査
結果とのずれを把握することができた．さらに，先行研
究のデータと比較することで，チームの優れている点や
劣っている点を把握でき，コーチングに活用することが
できる．これらのことから，心理的競技能力を評価する
ことは，チームおよび個人の特性を把握するために有用
であることが確認された．
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